
　三内丸山遺跡は現在の青森市郊外において，およそ

5500年前から4000年前にかけて栄えた拠点集落として

知られています．一方，遺跡の出土品の多さや種類に

おいても驚かされること有名です．DNA考古学的手法に

よって報告されたクリの遺伝的均一性は管理栽培による

初期農耕の原型を予感されるものでした．一方，重要文

化財ともなった縄文ポシェットの存在など成熟した文化

を持っていたことも知られています．三内丸山遺跡から

の出土する遺物に加えて，近年まで狩猟採集を行ってい

たアメリカ先住民の文化や，同じ北方圏でみられた中国

興隆溝遺跡の栽培植物の痕跡，古代文明として名高いイ

ンダス文明ハラッパ遺跡などにみられる植物遺物（古代

種子）の示すもの，これらのデータは，今後，初期の農

耕文化や人の生活を支えて高度の文明を築くのに支えと

なった外部環境などを明らかにするために役立つことで

しょう．

　なお，弘前大学農学生命科学部においては各種研究

分野での地域支援を促進する事業を行っており，このシ

ンポジウムもその公開事業の一環として開催します．さ

らに，大学共同利用機関法人人間文化研究機構・総合

地球環境学研究所においては人間活動の環境への影響

として，“社会的，生態的そして地球環境問題としての遺

伝資源の喪失” というプロジェクトが進行しています．そ

のプロジェクトとの共催として，縄文農耕とそれをとりま

く環境についても焦点をあてています．（石川）

【１部パネラー】
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司会：総合地球環境学研究所　教　授　佐 藤 洋一郎

【２部パネラー】
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シンポジウムの目的

公開シンポジウム

共催■総合地球環境学研究所，弘前大学農学生命科学部

後援■青森県農林水産部，青森県教育委員会，
　　　弘前大学農学生命科学部地域支援事業

１部：女性研究者が語る縄文文化
２部：縄文農耕の可能性
　　　－6000年の環境変化と農耕起源

日本文化と農耕の起源
～三内丸山遺跡にみる縄文農耕の可能性～

と　き

ところ
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弘前大学創立50周年記念会館 みちのくホール


